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第１回鎌ケ谷市国民保護協議会 会議録 
 

１ 開催日時  平成１９年１月２３日（火） 午前１０時１５分～午前１１時５分 
 

２ 開催場所  鎌ケ谷市役所６階 第１・第２委員会室 
 
３ 出席者 

（１） 会長及び委員  別紙 出席者名簿のとおり 
（２） 事務局  加藤総務部次長 佐々木危機管理室長 伊藤主任主事 
       
４ 傍聴者 ３名 

※ 傍聴ついては、議題の（２）が終了し、会議の公開を決定した後、認めたところで

ある。 

 

５ 議題 

（１） 会長の職務代理の指名について 
（２） 鎌ケ谷市国民保護協議会の会議運営について 
（３） 鎌ケ谷市国民保護計画素案の諮問について 
（４） 鎌ケ谷市国民保護計画作成スケジュール等について 

 

６ 会議の概要 

鎌ケ谷市国民保護協議会委員への委嘱状の交付に引き続き、委員の過半数が出席し、

会議が適法に成立したので、鎌ケ谷市国民保護協議会条例（以下「条例」という。）によ

り、会長が議長席に着き、第１回鎌ケ谷市国民保護協議会の開会を宣言するとともに直

ちに議案の審議に入った。 
 
（１） 会長の職務代理の指名について 

   事務局より条例について説明後、議長より当該条例の第３条の規定により、「会長の

職務代理については、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する」ことか

ら、これに鎌ケ谷市助役の杉山委員を指名する旨の報告があった。 
（２） 鎌ケ谷市国民保護協議会の会議運営について 

   事務局より、鎌ケ谷市国民保護協議会の会議運営について決定して頂きたい事項を、

会議資料２－２の「鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針」を基に説

明。これらの事項を会議の中で審議し、以下のとおり決定した。 
 ア 会議の公開・非公開の決定について 

   会議の公開・非公開の決定については、「鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に

関する指針」のとおり原則公開とすることに決定 
 イ 会議の傍聴について 

 （ア） 会議の傍聴定員について 

    会議の傍聴定員については、原則２０名程度とし、定員を超えるような場合には、
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状況に応じて可能な範囲内で柔軟に対応することに決定 
（イ） 傍聴の際の遵守事項について 

   傍聴の際の遵守事項については、資料２－２の６ページの「傍聴者の遵守事項」

のとおり決定 
ウ 会議録の作成及び会議録署名人の選出について 

（ア） 会議録の作成について 

   会議録は、要点筆記とし、「鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指

針」第７の「会議録の作成等」のとおりとすることに決定し、会議の名称、日時、

場所などを記載するものとした。 
（イ） 会議録署名人の選出について 

   会議録署名人の選出については、名簿順に最後の方から、会議ごとに２名ずつお

願いすることに決定 
   なお、本日の会議録署名人については、大貫委員及び青山委員にお願いすること

とした。 
エ 運営要領について 

 事務局より、資料２－１の鎌ケ谷市国民保護協議会運営要領（案）による協議会の

運営要領について説明があり、特に、同運営要領（案）第２条においては、止むを得

ない事情により委員が出席できない場合は代理の者の出席を認めることや、さらに、

同第３条においては、専門委員が出席できることなどの規定を設けている旨を説明 
その後、鎌ケ谷市国民保護協議会運営要領（案）が了承され、原案どおり決定され

た。 
（３） 休憩 

  午前１０時２９分に休憩に入り、午前１０時３１分に再開 
なお、休憩中に傍聴者が入場 

（４） 鎌ケ谷市国民保護計画素案の諮問について 

   事務局より、資料３－１のとおりの鎌ケ谷市国民保護計画素案について、本日付け

で、鎌ケ谷市長から市国民保護協議会に諮問された旨を報告 
   次に、議題（３）の「鎌ケ谷市国民保護計画素案の諮問」は、議題（４）の「鎌ケ

谷市国民保護計画作成スケジュール等」と関係があるため、事務局より、議題（３）

及び（４）について、一括して説明 
 ア 議題（３）及び議題（４）の説明 

（ア） 議題（３）の説明 

  ① 国民の保護のための仕組みについて 

    追加資料３の「国民の保護のための仕組み」を基に、国民保護法の成立までの経

過、武力攻撃事態及び緊急対処事態の想定に関する事項、国民保護法の概要や地方

公共団体の役割について説明 
その後、市町村が作成することとなる国民保護計画は、都道府県の国民保護計画

に基づき作成することや、国民保護計画の作成に当たっては、国民保護法の規定に

より、「あらかじめ、市町村国民保護協議会に諮問しなければならない」とされてい

ることなどについて説明 
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  ② 鎌ケ谷市国民保護計画素案の説明 

    資料３－２「鎌ケ谷市国民保護計画素案の概要」を基に、鎌ケ谷市国民保護計画

素案の概要について説明 
（イ） 議題（４）の説明 

   今後のスケジュールについては、資料４の「鎌ケ谷市国民保護計画策定スケジュ

ール（案）」を基に、本日開催した市国民保護協議会において計画素案を審議した後、

市民等の意見等を求め、その結果を踏まえて、２月下旬に、第２回の市国民保護協

議会を開催し、市長への答申を予定している旨を説明した。 
   なお、市としては、これらを踏まえ、計画案を作成し、県知事との協議を行い、

協議が終了した時点で、協議会委員及び市議会に報告し、４月より計画を施行して

いきたいと考えている旨を説明 
イ 意見質疑等 

  委員より、資料３－１「鎌ケ谷市国民保護計画素案」２ページの ４ 市国民保護

計画の特色の（１）について、ご検討を賜りたいとの意見があった。 
意見の内容は、国が作成した市町村国民保護モデル計画は、都道府県における都道

府県国民保護モデル計画と同様、作業に当たり参考にするためのものであり、市民の

方々にこの計画の特色を説明する場合には、（２）以下の実質的な内容で良いのではな

いかと考えるため、（１）については、事務作業的なものとして、削除した方が良いの

ではないかとの内容であった。 
事務局より、市として作業を進める上で市町村国民保護モデル計画をベースにした

ところですが、ご指摘の意見については、第２回の市国民保護協議会において意見と

して審議頂きたいと考えている旨を説明 
ウ 鎌ケ谷市国民保護計画素案についての決定 

  鎌ケ谷市国民保護計画素案については、今後、市民等の意見等を踏まえ、協議会に

おいて審議し、最終的に計画に反映すべきものは反映していくことを決定した。 
（５） 鎌ケ谷市国民保護計画作成スケジュール等について 

 鎌ケ谷市国民保護計画策定スケジュール（案）が了承され、原案どおり決定 
 
７ 第２回鎌ケ谷市国民保護協議会の開催予定について 

  事務局より、第２回の国民保護協議会については、平成１９年２月２８日（水）を予

定している旨を報告した。 
 
以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するため、次に署名する。 

 
平成１９年２月１３日 
 
             署名人    大 貫 啓 行     

 
                署名人    青 山 健 彦     



 

第１回鎌ケ谷市国民保護協議会委員 出席者名簿 

会   長 鎌ケ谷市長 清 水 聖 士 出席  

委          員 

No. 氏名 職   名 出欠 代理出席者 

１ 木戸岡 敬 二 関東農政局千葉農政事務所 食糧部長 出席  

２ 小 渕 信 夫 陸上自衛隊 需品学校長 出席  

３ 松 山 守 秀 海上自衛隊 下総教育航空群司令 出席  

４ 岩 舘 和 彦 
千葉県 総務部消防地震防災課 

副参事（兼）国民保護計画室長 
出席  

５ 加 藤 幸 廣 千葉県東葛飾県民センター 所長 出席  

６ 井 上 孝 夫 
千葉県習志野健康福祉センター 

センター長 
代理出席 

副センター長 

湯 浅 重 光 

７ 井 上 富 雄 千葉県東葛飾地域整備センター 所長 出席  

８ 小 髙 正 光 千葉県水道局船橋水道事務所 所長 代理出席 
次長 

笹 森 十三雄 

９ 栗 城 利 助 千葉県鎌ケ谷警察署 署長 出席  

１０ 杉 山   巖 鎌ケ谷市 助役 出席  

１１ 川 西 八 郎 鎌ケ谷市教育委員会 教育長 出席  

１２ 松 原 正 一 鎌ケ谷市 消防長 出席  

１３ 渋 谷 定 重 鎌ケ谷市 収入役 出席  

１４ 久 野 義 春 鎌ケ谷市 市長公室長 出席  

１５ 北 村 眞 一 鎌ケ谷市 総務部長 出席  

１６ 飯 塚 順 一 鎌ケ谷市 市民部長 欠席  

１７ 青 木   学 鎌ケ谷市 保健福祉部長 出席  

１８ 人 見 秋 水 鎌ケ谷市 土木部長 出席  

１９ 飛 田 真佐人 鎌ケ谷市 都市部長 出席  

２０ 石 井   昇 鎌ケ谷市 生涯学習部長 出席  

２１ 大 井 雅 敏 東京電力株式会社京葉支社 副支社長 出席  

２２ 鈴 木   等 
ＮＴＴ東日本－千葉京葉営業支店 

支店長 
代理出席 

総括担当課長 

菅 野 茂 雄 

２３ 野 中   隆 東武鉄道株式会社六実駅 駅長 代理出席 
助役 

山 崎 俊 季 

２４ 平 山 隆 三 
新京成電鉄株式会社 

鉄道本部付副部長 
出席  

２５ 小 江   淑 
北総鉄道株式会社 常務取締役 

企画室長 
出席  

２６ 鹿 島 洋一郎 
京葉ガス株式会社 

導管部保安指令センター船橋 所長 

出席 

 
 

２７ 堀 井   栄 鎌ケ谷郵便局 局長 代理出席 
総務課 課長代理 

中 嶋 洋 一 

２８ 山 田 静 雄 鎌ケ谷市消防団 団長 出席  

２９ 畑     徹 社団法人鎌ケ谷市医師会 顧問 出席  

３０ 寺 本 一 郎 
社団法人船橋歯科医師会 

地域歯科委員会委員長 
出席  

３１ 山 口 元 一 社団法人船橋薬剤師会 出席  

３２ 星 野 昌 平 鎌ケ谷市建設業協会 会長 欠席  

３３ 川 崎 幸 子 鎌ケ谷市赤十字奉仕団 委員長 欠席  

３４ 小 泉   巖 自主防災組織連絡協議会 会長 出席  

３５ 鈴 木 秀 承 
社会福祉法人鎌ケ谷市社会福祉協議会 

会長 
出席  

３６ 青 山 健 彦 弁護士 出席  

３７ 大 貫 啓 行 
麗澤大学国際経済学部 教授 

（川崎市危機管理アドバイザー等） 
出席  

別 紙


